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79 件 ¥8,701,529

75 件 ¥8,150,529

3 件 ¥550,000

1 件 ¥1,000

13 件 ¥6,112,995

総  額 12 件 ¥979,965

8 件 ¥720,217

4 件 ¥259,748

総  額 1 件 ¥5,133,030

1 件 ¥5,000,000

- 件 ¥133,030

2021・令和3年3月31日現在

海外人道支援等(指定なし)

救援基金活動費・手数料等

令和２年７月豪雨

　　＜ そ の 他 支 援 ＞

第20次支援

第21次支援

　　＜ボランティア団体・保養活動団体支援＞

支 援 金 総 額

救援基金寄附金(令和２年７月豪雨)

＜2020・令和２年度支援金一覧＞

寄 附 金 総 額

救援基金寄附金(指定なし)



寄　附　者　ご　芳　名

1 WFB

2 公益社団法人日本仏教保育協会

3 臨済宗妙心寺派

4 東京都仏教連合会

5 足利仏教会

6 金峯山修験本宗

7 神奈川県仏教会

8 岡山県佛教会

9 時宗宗務所

10 一般財団法人埼玉県佛教会

11 西山浄土宗

12 真言宗豊山派福祉基金

13 真言宗御室派

14 浄土宗西山禅林寺派

15 宮崎県仏教連合会

16 一隅を照らす運動総本部　地球救援事務局

17 山梨県仏教会

18 本門佛立宗　宗務本庁

19 日蓮宗

20 高野山真言宗　社会人権局

21 茨城県仏教会

22 小千谷市仏教会

23 玉林寺　長谷琢堂

24 宮崎市仏教会

25 築地本願寺

26 齊藤清美

27 海眼寺

28 有限会社　新宿アカウンティングオフィス

29 福祥寺（須磨寺）

30 大阪府佛教会

31 全日本宗教用具協同組合

32 水口地区佛教会

33 神奈川県葬祭業協同組合

34 顕本法華宗宗務院

35 一般社団法人　仙台仏教会

（順不同・敬称略）

2020・令和2年度 「 救 援 基 金 」 寄附者ご芳名 一覧



寄　附　者　ご　芳　名

36 龍泉寺

37 新潟県仏教会

38 護勢寺　菅原 公宇

39 （宗）花蔵院護持会

40 妙定院 小林 正道

41 武田 昭英

42 盤龍寺

43 大洲市仏教会

44 全日本葬祭業協同組合連合会

45 真言宗御室派　太福寺　佐久間 大道

46 玄向寺　荻須 眞教

47 建福寺

48 郭　瑞蘭

49 一般社団法人日本石材産業協会

50 ＦＴエナジー株式会社　嶋田学

51 ＦＴエナジー株式会社

52 加藤康能

53 曹洞宗　朝元寺

54 精明寺　疋田 哲壽

55 吉祥院　曽我 龍慶

56 円光寺　勝部英宏

57 同朋舎新社　合同会社 DOHOP

58 ティケイ ヘンデルアート　黒塚 利治

59 高橋裕

　　  他　匿名　10名

（順不同・敬称略）



2020・令和２年度 

災害救援活動助成金拠出報告 

＜第 20次支援＞ 
 

 

 

■助成金拠出対象事業■ 

寺院（住職・教師等）が主体の団体による、国内外の被災地を対象にした下記の支援活動を、助成金拠出

対象とする。 

1：被災地におけるボランティア活動  （例：炊き出し、傾聴ボランティア、瓦礫撤去、足湯等） 

2：被災地の子どもを対象とした保養事業（例：被災地の子どもを他府県に招いてのキャンプ開催等） 

・同一団体からの申請は 1件のみ。対象活動期間内の、同一事業複数開催は一事業とみなす。 

・被災地等での法要厳修のみの場合は、助成金の対象外。 

 

 

 

■第 20 次助成金額■   

東 日 本 大 震 災 事業経費の 30％、 5万円を上限に拠出   

平成 28 年熊本地震 事業経費の 30％、10万円を上限に拠出   

そ の 他 被 災 地 事業経費の 30％、10万円を上限に拠出 

 

※事業経費とは、支援活動にかかる費用（交通費、宿泊費、材料費、運搬費、講師謝礼等）であり、 

主催者の日当などは含まない。 

※寄附金減少の中、事業を継続し長期的に支援を行っていく為、「東日本大震災」の助成金上限を 

5万円とする。 

 

 

 

■申請対象期間■ 

第 20次支援：2020（令和 2）年 12月 1日～2020（令和 2）年 9月 30日までに実施した事業。 



所属団体名

活動団体名

真言宗豊山派 長野県

日本笑顔プロジェクト ①長野市、長沼、豊野地区小布施町

浄土真宗本願寺派 熊本県

種山組仏教婦人会 ①八代市

真宗大谷派 熊本県

NPO法人 ボランティアネット ①大牟田市

日蓮宗 熊本県

日蓮宗熊本県宗務所
①日蓮宗 実照寺（葦北郡芦北町）

真宗大谷派 熊本県

復興支援センター「うきのわ」
①林照寺（人吉市）
②光専寺（八代市坂本町）
③恩徳寺（熊本県葦北郡芦北町）

日蓮宗 熊本県

Team　延壽院 ①令和２年７月豪雨の被災各地

真宗大谷派 熊本県

林照寺 ①令和２年７月豪雨の被災各地

臨済宗妙心寺派 ネパール

臨済宗　薪流会 ①ダーディン郡シェルトゥン村

第 20 次 支 援　　支 援 団 体 一 覧

(2020(令和2)年2月1日～2020(令和2)年9月30日)

6

①車が流された家庭の子供の送迎代行。
②仮説地区や保育園、公民館へ支援物資を配布、
傾聴(カフェ風)活動。
③土砂掻き出し、ごみ運び出し、解体等

被災地における支援活動

支　援　先

1 ①台風被害に遭った農地等の復旧作業

2 ①令和2年7月豪雨被災者への食事支援

3
①呼びかけで集まった支援物資を1戸分ずつに梱包
し、令和2年7月豪雨で被災した500戸に配布。

4
①土砂崩れ、川の氾濫によって全壊した本堂・境
内の復旧作業

5
①貴重品の取り出し、荷物・家具等搬出、泥(土
砂)掻き出し、洗浄・乾燥・消毒

№ 支　援　内　容

7

①救援物資の集積と配布。
②被災した門徒宅の泥出し・ごみ出し・壁剥ぎ・
洗浄や物資の提供。
③寺院での傾聴ボランティア活動。

8
①既に設置の震災仮設住宅並びに水道設備の保
守、物資支援。
②薪流会建設の小学校教室の保守等。



第 2 0 次 支 援　　支 援 団 体 活 動 写 真

被災地における支援活動

日本笑顔プロジェクト 種山組仏教婦人会 NPO法人 ボランティアネット

農地等の復旧作業 食事支援 支援物資配布

日蓮宗熊本県宗務所 復興支援センター「うきのわ」 Team　延壽院

本堂・境内の復旧作業 全壊した本堂・境内の復旧作業 被災住宅の土砂掻き出し、解体等

林照寺 臨済宗　薪流会

被災した門徒宅の壁剥ぎ・洗浄等 薪流会建設の小学校教室



2020・令和２年度 

災害救援活動助成金拠出報告 

＜第 21次支援＞ 
 

 

 

■助成金拠出対象事業■ 

寺院（住職・教師等）が主体の団体による、国内外の被災地（東日本大震災被災地・平成 28年熊本地震被

災地を含む）を対象にした下記の支援活動を、助成金拠出対象とする。 

1：被災地におけるボランティア活動  （例：炊き出し、傾聴ボランティア、瓦礫撤去、足湯等） 

2：被災地の子どもを対象とした保養事業（例：被災地の子どもを他府県に招いてのキャンプ開催等） 

・同一団体からの申請は 1件のみ。対象活動期間内の、同一事業複数開催は一事業とみなす。 

・被災地等での法要厳修のみの場合は、助成金の対象外。 

 

 

 

■第 21 次助成金額■   

東 日 本 大 震 災 事業経費の 30％、 5万円を上限に拠出   

平成 28 年熊本地震 事業経費の 30％、10万円を上限に拠出   

そ の 他 被 災 地 事業経費の 30％、10万円を上限に拠出 

 

※事業経費とは、支援活動にかかる費用（交通費、宿泊費、材料費、運搬費、講師謝礼等）であり、 

主催者の日当などは含まない。 

※寄附金減少の中、事業を継続し長期的に支援を行っていく為、「東日本大震災」の助成金上限を 

5万円とする。 

 

 

 

■申請対象期間■ 

第 21次支援：2020（令和 2）年 10月 1日～2021（令和 3）年 1月 31日までに実施した事業。 



所属団体名

活動団体名

日蓮宗 熊本県

日蓮宗熊本県宗務所
①葦北郡芦北町
②人吉市

日蓮宗 熊本県

Team　延壽院 ①令和２年７月豪雨の被災地

曹洞宗 宮城県

曹洞宗山形県第三宗務所
ボランティア協議会

①南三陸町歌津・韮の浜地区集会所

浄土真宗本願寺派 福島県、宮城県、岩手県

筑紫女学園大学　宗教教育部
筑女ボランティアネット

原子力災害伝承館、浪江町原発被害者、
、気仙沼伝承館、今泉復興公営住宅、大
船渡、釜石、大槌、花巻）、他

第 21 次 支 援　　支 援 団 体 一 覧

(2020(令和2)年10月1日～2021(令和3)年1月31日)

被災地における支援活動

№ 支　援　先 支　援　内　容

4

①筑紫女学園大学が10年間26回にわたり行ってき
た支援活動をまとめる冊子を作成するため、福
島、宮城、岩手を訪れ、被災地の様子や被災者の
声を取材。

1

①墓地の洗浄、遺骨の洗浄、建物の修理。
②子供たちを対象に、祭りやクリスマスプレゼン
トを配りながら心身のケアを行った。
③他団体と一緒に縁日風子供遊び開催。

2
①毎週水曜日に相談室、炊き出しを開催。
②被災住宅のゴミ運び出し、洗浄
③被災者同士のコミュニティ作り。

3
①行茶・傾聴活動
マスク着用、距離を保ったうえで、お茶を飲みな
がら住民の皆様と近況について語り合った。



第 2 1 次 支 援　　支 援 団 体 活 動 写 真

被災地における支援活動

日蓮宗熊本県宗務所 Team　延壽院

被災住宅の洗浄

行茶・傾聴活動

被災地のこども支援

曹洞宗山形県第三宗務所
ボランティア協議会

筑紫女学園大学　宗教教育部
筑女ボランティアネット

冊子作成のため被災地及び被災者取材


